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代表取締役
昭和４２年 東京都立工業高等専門学校機械工学科卒業（上位成績優秀者）
昭和４９年１月～ 
実父急死、遺言により弱冠２７歳１カ月で代表となるもオイルショックに
より半年間受注・売上なし新規技術・製品開発・新規取引先開拓により、
苦境を乗り越える
異型接点・マイクロモーター用接点９５％の市場占有率 自動車・家電

・腕時計その他電気部品を開発・受注利益増大。 多層複合接点開発・特
許出願・一部上場企業との取引開始
昭和６３年４月～ 会社を実弟２人に無償譲渡し代表取締役退任＆退社。
他企業５年の勤務後、公的機関で６ヶ月間電気・電子制御技術・経営管理
・経理・総務・労務などを半年間研鑽する
2000年７月学習支援＆知的財産権研究開発事業化を千葉県流山市に開設。

長男鈴木博英、副代表として参画。
2006年4月知的財産権研究開発事業化に特化、千葉県柏市に拠点を移す。
2014年4月14日 株式会社 一心助け（資本金300万円）組織変更
取締役 鈴木博英
職歴等 １９７３年４月２４日 埼玉県八潮市生まれ
埼玉県八潮市立第２小学校～私立海城中学校～同高等学校～某薬科大学

トップ入学 ～自主的判断により２年で中退。数社社会経験として勤務後、
副代表として参画。
一心助け開発技術・製品及び出展・受賞・特許等 多数



活動概要
視覚障害者の歩行は、段差・工事・自転車・静か
な車両など多様な危険にさらされており、従来の
白杖では「接触しないと気づけない」限界があり
ます。本活動は、白杖にAIカメラを搭載し、障害
物・段差・車両の立体視シートをに認識して音声
や振動で事前に知らせることで、歩行の不安を
軽減し安全を高める取り組みです。視覚障害者
、歩行訓練士、自治体と協働し、実証実験を重
ねながら技術改善を進めています。SDGsのゴ
ール3・10・11に貢献し、誰もが安心して外出でき
る社会の実現を目指します。



視覚障害者の方々と関わる中で、外出時の不安
が常に伴う現実を知りました。段差や障害物、静
かな車両の接近など、街の変化に支援技術が追
いついていません。特に「本当はもっと外に出た
い。でも怖い」という言葉が胸に残り、技術で歩行
不安を減らす必要性を強く感じました。自身の危
険経験も重なり、白杖AIの開発を決意しました。



白杖AIは、カメラAI（YOLO）で障害物・段差・車両
を認識し、音声・振動で利用者に通知します。4G

通信による家族見守り、GPS位置共有、転倒検知
、SOS通知などを統合した世界的にも希少な統合
型AI白杖です。クラウド連携により継続的にアップ
デート可能で、視覚障害者の歩行安全を総合的
に支援します。



既存の白杖や支援機器は、危険を事前に把握で
きず、行動変容が限定的です。白杖AIは、平面画
像を立体物として認識する独自技術を用い、歩行
者が「避ける・止まる」を自然に選べる点が強みで
す。通信機能や見守り機能を白杖本体に統合し、
世界でもほぼ競合のない構成を実現しています。



埼玉県新製品・新技術マッチング事業で
は、立体視シートの認識性と交通安全効
果が確認され、違法駐停車の減少や左
側通行の改善が見られました。流山市で
は、狭い道路や通学路での安全向上が
評価され、住民から設置要望が多数寄
せられました。



柏市チャレンジ支援採択事業では自転車・歩行者の通
行区分が明確になり、事故防止に寄与しました。府中
市では死亡事故現場に立体視シートを施工し、警察・
自治体から安全対策として高く評価されました。これら
の実証は、白杖AIの危険検知技術の社会的必要性を
裏付けています。



試験段階にもかかわらず、体験者からは「段差の存在を事前に知れるだ
けで安心感が全く違う」「白杖だけでは気づけない危険を補ってくれる」と
いった声が寄せられています。特に、危険を検知した際には「初めて外
出の怖さが軽くなった」と涙ぐむ方もいました。また、専門家からは「利用
者の不安が減り、歩行の一歩目が前向きになった」と評価され、一般の
方からは駅ホームや歩道の危険把握への応用可能性を指摘されました
。これらの反響を受け、検知精度の改善や警告方法の最適化を進め、歩
行安全向上に確かな成果が現れています。



白杖AI技術は、歩行者・自転車・車椅子・車両の相互

安全走行を実現する基盤となります。ランドセルや高
齢者の衣類に立体視マークを付与し、車両が自動で
避ける未来の交通社会にも応用可能です。さらに、自
動運転技術への展開も視野に入れています。



白杖AIの検知精度向上と軽量化、警告方式の改善を進

め、自治体での実証を拡大します。賞金は試作機の追
加製作、AIモデルの再学習、利用者テストの運営費に充
て、社会実装に向けた歩行安全支援の強化を図ります。
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